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入力 (XLRﾒｽ）

出力 (XLRｵｽ）

外部サイドチェイン信号入力（XLRﾒｽ）
電源スイッチ

サイドチェイン信号出力：EQなどの外部プロセッサーと接続し、外部サイドチェイン信号入力 (EXT S/C IN) へ入力することで
外部プロセッサーで処理された信号を THE BUS+ のサイドチェイン信号とすることができます。
また、MID SIDE モード時にはエンコードされたMID/SIDE 信号が出力されます。



MODE切替

CLASSIC STEREO
Σ S/C  STEREO

DUAL MONO
MID SIDE

：ステレオのバスコンプレッサー

：L/Rのサイドチェイン信号が合算→モノラル成分（Bass等）により反応
：２系統のモノラルコンプレッサー

：ステレオ素材からMID/SIDEを生成して処理

バスコンプレッサー部分のサウンドタイプ切替

LOW THD
F/B

4K MODE

無選択

バスコンプレッサーをCLASSIC STEREO or Σ S/C STEREO で使用（Dyanmic-EQは後述）

使用しません

バスコンプレッサーと
Dyanmic-EQをバイパス

：現行のSSLコンソールと同等のクリアタイプ
:低周波の歪み成分が少ないタイプ
:Feed-Backを利用した緩やかなタイプ

:ディストーションを付加するタイプ
（ディストーション量は９段階で可変）

クリップ時は赤点灯

4K MODEスイッチを長押し
設定後は再び長押し

LOW THDスイッチ F/Bスイッチ

THRESHOLD ATTACK MAKE-UP S/C HPF

RATIO
RELEASE

MIX

-20dB~+20dBで可変 0.1ms~40ms

1.3/1.5/2/3/4/5/10/20/

-2.5/-1.5/-0.5
↓

信号のレベルがスレッショルドを超えると、
スレッショルド以下のレベルまで下げる設定

リリースタイム：50ms~1.2 秒に加え
AUTO 1（100msショート,12秒ロング）
AUTO 2(  50ms ショート,  6 秒ロング)
大きい信号→ショートリリース
小さい信号→ロングリリース

コンプレッション後のレベル調整:
-10dB~+20dB 

ボリュームを長押し
↓

FINEモード（0.5dBの微調整）

DRY/WETのバランスを調整
パラレルコンプレッションも可能

サイドチェイン信号のHPF：10Hz~300Hz

Pushで背面のEXT サイドチェイン
入力を使用可



MODE切替

CLASSIC STEREO
Σ S/C  STEREO

DUAL MONO
MID SIDE

：ステレオのバスコンプレッサー

：L/Rのサイドチェイン信号が合算→モノラル成分（Bass等）により反応
：２系統のモノラルコンプレッサー

：ステレオ素材からMID/SIDEを生成して処理

バスコンプレッサー部分のサウンドタイプ切替

LOW THD
F/B

4K MODE

無選択

バスコンプレッサーをDUAL MONO/ MID SIDEで使用（Dyanmic-EQは後述）

1ch/2chまたはMID/SIDE信号の
バスコンプレッサーと
Dyanmic-EQをバイパス

：現行のSSLコンソールと同等のクリアタイプ
:低周波の歪み成分が少ないタイプ
:Feed-Backを利用した緩やかなタイプ

:ディストーションを付加するタイプ
（ディストーション量は９段階で可変）

クリップ時は赤点灯

4K MODEスイッチを長押し
設定後は再び長押し

LOW THDスイッチ F/Bスイッチ

DUAL MONO モードの時は2ch
MID SIDEモードの時はSIDE成分の調整

使用しません

DUAL MONO モードの時は1ch
MID SIDEモードの時はMID成分の調整

※各パラメーターはSTEREO時と同様 (配置が対称なので注意）※各パラメーターはSTEREO時と同様

2ch またはSIDE1ch またはMID

この出力をEQなどの外部プロセッサーに入力し、
処理後の信号をEXT S/C INに戻すことができます。

MID SIDEモード時はエンコード後の
MID/SIDE信号が出力されます。背面入出力

Input

Output
EXT
Send

EXT S/C
Input



MODE：CLASSIC STEREO
Σ S/C  STEREODynamic- EQ (2-Band)

- CLASSIC STEREO ・ Σ S/C -

Dynamic-EQ(STEREO時）

バス コ ン プレ ッサー
使用しません

バイパス及びMODE切替

周波数 Range

HF GAIN（±10dB) LEDが赤点灯LF GAIN(±10dB) 

緑のLEDは0.5dBで点灯し始め
5dBで完全に緑
10dBはオレンジ
15dBは赤

LF/HFを軽く押すと
Dynamic EQのON/OFF

長押し

周波数変更

Range変更

リダクションメーターが点滅

HF BELL: HFのフィルタータイプをシェルフからベルに変更し周波数ポイントも変更

HF FAST: 薄く点灯→Attack 3ms/Release 50ms
押すと白に点灯→Attack 1ms/Release 50ms
長押しで紫に点灯→ Attack 10ms/Release AUTO

LF FAST: 薄く点灯→Attack 30ms/Release 100ms
押すと白に点灯→Attack 10ms/Release 50ms
長押しで紫に点灯→ Attack 10ms/Release AUTO

LF/HF横のLED→COMP/EXP量の目安

押すとLFのGAINカーブがGシリーズに変更(LFのみ）

この表示では4dB

変更後は再び長押し

LEDが緑点灯



MODE：Dynamic- EQ (2-Band)
- DUAL MONO ・MID SIDE -

D-EQ(2chまたはSIDE）

バ ス コ ン プレ ッサー

バイパス及びMODE切替

周波数 Range

LF GAIN（±10dB)2chまたはSIDE LF GAIN(±10dB)1chまたはMID 

緑のLEDは0.5dBで点灯し始め
5dBで完全に緑
10dBはオレンジ
15dBは赤

LF/HFを軽く押すと
Dynamic EQのON/OFF

長押し

周波数変更

Range変更

リダクションメーターが点滅

HF BELL: HFのフィルタータイプをシェルフからベルに変更し周波数ポイントも変更

HF FAST: 薄く点灯→Attack 3ms/Release 50ms
押すと白に点灯→Attack 1ms/Release 50ms
長押しで紫に点灯→ Attack 10ms/Release AUTO

LF FAST: 薄く点灯→Attack 30ms/Release 100ms
押すと白に点灯→Attack 10ms/Release 50ms
長押しで紫に点灯→ Attack 10ms/Release AUTO

LF/HF横のLED→COMP/EXP量の目安

押すとLFのGAINカーブがGシリーズに変更（LFのみ）

この表示では4dB

DUAL MONO
MID SIDE

バスコ ン プレ ッサー
2 c hまたは S I D E1 c hまたはM I D

D-EQ(1chまたはMID）
押すとLFのGAINカーブがGシリーズに変更(LFのみ）

* HF GAINは操作できなくなります

少しアンダーシュートします

1chまたはMID 2chまたはSIDE

変更後は再び長押し

LEDが緑点灯 LEDが緑点灯
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トランジェント ・ エキスパンダーの起動の仕方

電源がオフの状態で MODO を押しながら本体の電源を入れます。

これにより本体設定モードになります。

右側の HF BELL を２秒間押し続けます。

HF BELL が緑色に点灯した状態にします。

１

２

１

２

HF ベルスイッチを緑色に点灯するまで押し続けると

トランジェントエキスパンダーが起動します。

トランジェントエキスパンダー起動時、 D-EQ の 

HF コントロールは使用できなくなります。

代わりに HF コントロールノブは

トランジェント ・ エクスパンダー ・ コントロールとして機能します。

‘ 0 ' （12 時） の位置から時計回りに回転させることにより、

トランジェントエキスパンダーが増大します。

‘ 0 ' （12 時） の位置から反時計回りは機能しません。

HF コントロールノブ を押すと、 トランジェント ・ エキスパンダー

のオン / オフが切り替わります。

HF の LED は、 緑 - 橙 - 赤に点灯し、 アクティブ時に

どの程度エキスパンドされているかを示しま す。

HF ベルスイッチを緑色に点灯している状態で

いちど押すことでトランジェントエキスパンダーが外れます。

3

3

もう一度 MODE を長押しします。

これにより本体設定モードが解除になり、

トランジェントエキスパンダーが通常使用できるようになります。

トランジェントエキスパンダーの使い方。

THE BUS+ 搭載のトランジェント・エキスパンダーは通常では起動しません。
下記の方法で起動させてください。



実際の製品構成は写真のものと若干異なる場合があります。また性能の向上のため仕様を予告なしに変更する場合がありますのでご了承下さい。
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